
 ※事務局記入欄 

№ 81 

 

【様式２】 

エントリー学校名：佐賀県 嬉野市立吉田小学校 

活動名： 
校内研修の日常化 ～相互参観・交換授業で授業力アップ～ 

解決すべき課題 
・学力面において、高い成果の学級とそうでない学級が混在している。 
・研究授業と普段の授業では、授業計画や教材の準備等に大きな差がある。 
・校内で統一した基本的指導過程が設けられているが、実践意識に差がある。 
・自主・向上性が低く、やらされ感のなかで教育活動に取り組んでいる教員が見られる。 
目標・方針： 
教員間で自主的に「授業づくり」を学び合う意識を高め、日常的に授業改善や工夫を行う。 
・授業展開のうまい同僚の実践を参観して、授業実践力向上の参考にする。 
・授業を同僚に参観してもらい、修正点を指摘してもらうなどして授業力の向上に努める。 
・教員間の教育実践に対する意識と取り組みの温度差を縮める。 
活動内容： 

１ 研究授業・・・年間２時間以上、全ての学級担任が研究授業を行う。（事前に模擬授業を、事後には
研究協議の時間を設けるが、指導案は簡略化する。） 
２ 「乗り入れ」授業・・・低、中、高学年のペア学年の学級担任で相談し、自分が受け持つ教科の一部の単
元を互いに入れ替えて授業を行う。（年間１０時間程度、１時間単位でよい。） 
３ 「お見合い」授業・・・担当する授業が入っていない時間枠に他の学級担任等に交渉し、他の教職員の指
導する授業を参観し合う。（週１時間程度、ポイントをもった短時間の参観でもよい。） 
活動の成果：  
〇研究授業だけでなく、普段から校内研究のテーマや視点を意識した授業が実践されるようになった。 
〇日常的に教材分析や授業準備をもとにした計画的な板書や発問による授業実践の割合が増えた。 
〇参観する時間を確保するために管理職が各学級に入る機会が増え、学級や児童の実態把握、授業づくり
等への具体的な助言、相談の機会が増えた。 
アピールポイント（アイディアや工夫） 
〇教員の意識の状態を捉えるために「学校管理職が進める教員組織づくり」（早稲田大学教授 河村茂雄
著）を参考図書として活用した。 
〇年度当初の学級担任の配置において、ベテランと若手教員を組み合わせることで、教員間で学び合う雰囲
気が醸成しやすいように配慮した。 
〇「授業づくりシート」や「学習用語一覧」を活用することで、指導のポイントを明確にした授業づくりや意見交換
ができるようにした。 
〇新型コロナ禍で教育センターの研修会や研究発表会等が中止されるなか、校内において研修とその実践の
機会が保証できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校内研修の日常化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「お見合い授業」は、研究

授業ではない普段の授業が

見られ参考になった。もっ

と参観回数を増やしたい。 

低学年では、国語や生活

科で授業の交流ができ、

お互いの児童の様子も分

かって、有効だった。 

 

課題：教員組織所属意識尺度の結果 

授業の相談や情報交換のための 

全学級の週案掲示 

活動の成果：職員の意識調査アンケート (教員数 10名) 

１研究授業 

２「乗り入れ」授業 

３「お見合い」授業 

本校職員の声 

学習の系統性をもたせる

「学習用語一覧」 

授業実践のポイントを明示

した「授業づくりシート」 




